
京都近世の大火

j止世京都の 人口は、およそ35))から4071人、江

戸 ・大坂に次 ぐ第三 位である。 むっ とむ、 '"1";5'人

口の点では 、三 郎ともほとんど同じぐ らいの規fbh

である。 このスケー ルは、l明治キ!t$lj'まであまリ変

fヒして いない。

誤JiJヰをとくためにい っておきたいが、j!i!止の京

都は、日本で最大の産業部il'iであ ったということ

である。 ちなみに、凶陣機業の閲注業種だけを保

リ上げても 、その就業人口は約10万人にも及ぶの

である。 したがって、京都が火災を起こすと 、全

国的に影響 を及ぼすという 事 態が、 しば しばみ ら

;11. tこ。

ところで 、京都の火災は 、比較的大きなところ

でみると 、江戸川=代270年で、お よそ11同ぐらい

ある。 江【に比'1;交するときわめて少ないが、それ

で む20数年に I回ぐらいは製っているから大変で

ある。 なかでも 、近世の三大大火といねれるのは、

18世紀以後に起こ っ たもので 、 ~I(永 5 年 (1708 ) 3 

月 8日に発土した 「宝永の大火」、 天明八年(1788) 

1月30日の 「天明の大L勺 、元治元年(1864)7月19

日の 「元治の大火」がある。

宝永の大火は 3月 8日から 9日にかけ焼亡した

もので 、ilJ内497岡]に 火が及び、14，000軒余の民

家、 100余の寺社が焼失している。 この大 火の経験

によって、京都の|りj火イ木市IJは強化されることにな

り、とくに倒l戸斤周辺の田T々 では幸庁しいま'!tJ也をも ら

って、京中の東西に分散している。 京の市街地が

N:大 する契機 とな ったことでも有名である。

天明の大火(立、京都1200 '1ヱの月~，: !J:'.のなか で も 、

もっともヅ亡JJH災な火災である。 1月30日か ら 31'1 

1111'延焼し 、 fî~Iこ「どんぐリ焼ItJとい われている。

往[' 月r ' 二条 '"J にも火が入 り 、 子'!J己主1: の~}~火238 、 /l1J'放

で 1，424/lfJが被告 をうけ、36，79H Iが燃えた。 当

11，¥の 京高日戸数が約40，800とさ れるか ら、尖に90%

の椛災手fである。 ほぽ壊j成とい って むよいほどJγ

監を受け t::.o この復興に江戸幕府を代表して、松

平宣併が直々の指J軍をと ったことは有名で 、「関東

之待1I威光」 をかけて、 5工大な復興資金を投入した。

幕末期の兵乱のなかで大 火災が発生 したのが元

治伊〉ヅミ火である。日IJ名 「主夫石包九f_ltJ という 。 7月

18日早 朝からi1'[1所崎待[1門の辺りで 長州ilI.と禁裏[!JJ

術!l(との問に戦火を交えたのが発端で火災が発

生した。 7月19日から21日に及んでいる。 とくに

二条通から南の地域にあたる大京が全滅の打撃を

受け、京都全体では約65%の焼失である。 焼失町

数 811町 、家信l27，513;1¥干、寺社203、その他寺院 ・

塔頭 ・芝居小屋なども焼亡した。 巨大寺院東本願

寺が焼失したの もこのH寺である。

この元 治の大火は 、明治10年代まで影 響を'三け

ており 、折柄の政治変革と相ま って、京都は 回復

に大きな力を注がねばならなか った。 以後120年 、

京都の大火は、戦争中 も含めほとんどない。 これ

ははなはだ名誉 なことである。

(京都市歴史資料館館長 森谷射久)
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